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三
朝
町
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
集
例

三
朝
.
 
a
-
例
.
(
昭
和
-
五
年
三
朝
町
角
例
-
八
号
)
▲
の
亭
芸
の
よ
是
改
写
る
.

第
二
十
四
条
竺
項
第
三
号
中
｢
三
十
五
万
月
｣
を
｢
三
十
八
万
打
｣
に
宰
?
･
7
,
0

第
三
十
四
条
の
二
中
｢
小
規
模
企
業
共
済
掛
金
違
庭
讐
を
｢
小
規
慧
･
j
;
l
E
.
I
:
:
(
室
崇
蒜
会
芭
除
額
｣
に
改

め
る
｡

弟
三

十
鮒
四
中
｢
記
載
が
あ
る
と
き
｣
･
の
下
に
｢
(
当
診
申
告
膚
の
誓
=
.
苧
誓
三
た
雲
量
憶
当
該

一

㌦

I

l

l

申
告
者
に
当
該
事
項
の
記
載
が
夜
か
づ
た
堕
合
に
か
い
､
て
､
そ
の
讐
･
=
が
三
㌦
L
㌘
7
-
蔓
は
そ
の
記
禦
が

な
か
っ
た
と
よ
に
つ
い
て
や
む
を
得
を
S
身
幣
が
あ
る
と
町
長
が
願
誓
7
1
J
j
,
I
 
･
,
･
･
J
 
l
i
予
む
o
)
｣
を
加
え
る
0
.

警
一
･
+
六
条
讐
嘉
二
項
中
｢
小
規
模
企
業
共
済
掛
金
控
除
警
告
｢
小
昌
子
･
.
L
J
;
:
∴
㌫
誓
掛
金
;
S
L
l
臨
空

に
改
め
る
6

弟
八
十
九
条
,
を
次
■
の
は
う
に
改
め
る
O

(
凝
自
動
車
税
の
納
付
義
務
の
｢
免
除
の
規
定
の
適
用
を
受
け
よ
う
与
る
者
が
=
き
申
告
)

第
八
十
九
乗
　
法
第
四
盲
由
十
九
森
讐
-
聖
顔
の
規
定
に
ょ
っ
て
寮
日
勤
賢
覧
納
付
責
務
の
免
除
を
党
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け
ェ
う
と
す
る
者
は
､
同
項
の
輩
自
動
葦
等
把
つ
S
で
次
の
各
号
に
巧
t
J
r
る
誓
禦
官
記
試
し
虎
申
告
華
に

納
付
革
務
の
免
除
を
必
嬰
と
す
る
軍
由
を
証
明
す
る
審
類
を
添
付
し
､
こ
れ
,
1
]
町
長
に
提
出
し
浸
け
れ
ば

な
ら
な
い
｡

1

一

.

!
　
所
有
者
及
び
使
用
者
の
偉
所
又
は
屠
所
及
び
氏
名
又
結
名
称

二
　
車
輪
番
号
又
は
確
約
番
号

主
　
副
蔵
版
売
期
､
聞

四
　
売
買
代
金
の
入
金
状
況
及
び
.
未
収
の
事
実
が
発
生
し
た
缶
月
C
｡

五
　
そ
の
他
町
長
が
必
要
と
認
め
る
軍
功

I

c
Q
　
法
第
四
首
四
十
九
条
の
二
第
一
項
の
規
表
札
.
よ
っ
て
撃
ヨ
釣
軍
税
の
納
付
r
誓
約
の
免
除
を
更
け
て
嘉
は
､

そ
の
事
由
が
消
成
し
た
場
合
に
.
卦
い
て
は
'
直
ち
に
そ
の
旨
を
町
長
に
申
告
し
夜
け
れ
ば
を
ら
夜
h
｡

窮
九
十
八
粂
中
｢
爵
一
項
か
ら
第
三
項
号
で
｣
を
削
る
｡

第
九
十
九
条
窮
l
項
申
｢
及
び
額
九
十
八
粂
宗
一
項
の
学
校
｣
を
｢
の
学
校
'
令
窮
五
十
四
東
の
大
貴
一

項
に
規
定
す
る
学
校
の
教
育
把
準
ず
る
教
育
を
行
な
う
撞
設
｣
に
'
｢
令
欝
五
十
四
条
の
六
に
規
{
た
す
る
｣

を
.
丁
同
条
第
二
項
に
規
定
す
る
｣
に
改
め
る
.
｡
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属
官
三
条
窮
一
項
第
四
号
中
r
幕
l
項
か
ら
窮
主
義
ま
で
｣
を
削
る
｡

第
首
七
条
中
r
8
空
の
.
下
肥
｢
L
,
着
の
教
育
に
準
ず
る
教
育
を
満
を
う
端
役
J
＼
を
加
え
る
｡
　
′

J
　
象
育
†
条
O
H
中
｢
第
l
萌
か
ら
竺
二
項
ま
で
｣
を
削
る
｡

附
則
中
見
出
し
を
削
わ
､
附
則
莞
領
中
｢
附
則
讐
ハ
慧
び
第
十
空
を
1
次
粂
及
び
附
則
第
十
六
条
j

把
､
｢
附
則
賃
項
｢
…
昇
空
し
を
.
｢
次
桑
の
｢
-
率
｣
｣
竺
r
前
慧
び
附
側
-
空
を
｢

附
則
鹿
十
三
条
及
び
附
則
第
十
六
条
｣
把
改
め
,
･
附
則
第
十
項
中
｢
附
則
窮
大
空
を
T
附
則
第
十
二
兎
L

｢

k
!
,
･
｢
蔚
七
項
｣
を
｢
附
則
第
十
三
条
･
j
竺
　
r
同
空
を
I
r
同
条
｣
に
､
r
肘
如
窮
七
項
｣
を
｢
軒
別
錆

十
三
条
｣
に
改
め
･
,
附
則
封
十
四
萌
中
｢
附
則
第
十
=
議
｣
を
｢
附
則
第
九
粂
雪
空
に
改
め
'
附
則
錆

十
五
項
中
｢
第
五
十
三
条
の
十
二
窮
蒜
｣
を
｢
第
五
十
三
条
の
十
二
第
】
現
の
規
鹿
｣
に
改
め
'
附
則
欝

/

十
大
項
や
｢
紺
則
第
十
八
硝
第
言
｣
を
｢
璽
二
項
第
盲
｣
に
改
め
'
附
則
第
十
<
項
申
r
爵
十
六
貴
め
∴

規
定
の
適
用
｣
を
｢
竺
項
の
瀧
定
の
適
用
J
把
､
｢
附
則
揖
十
六
･
g
S
J
を
｢
附
則
窮
十
七
条
竺
項
｣
に
､

/

r
附
則
粛
五
項
｣
を
｢
附
則
第
七
条
爵
一
項
｣
･
把
改
め
､
附
則
窮
十
九
項
中
｢
附
則
撃
一
十
一
項
｣
葱
｢
蔚
＼

三
項
｣
雪
｢
前
項
竺
号
｣
壱
｢
敵
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望
遠
竺
号
｣
竺
｢
第
三
ハ
項
｣
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｢
前
条
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讐
泥
改

め
,
附
則
撃
芋
表
中
r
弟
十
<
項
か
規
定
し
な
T
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轟
聖
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東
の
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定
｣
転
､
｢
第
十
九
線
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璽
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T
手
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項
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ぞ
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補
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第
二
十
項

第
二
十
｢
項

第
十
八
発
射
王
領

弟
三
項

附

　

則

(
地
行
期
日
)

蔚
l
条
　
こ
の
条
例
は
､
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
昭
和
四
十
七
年
四
頂
1
日
か
ら
適
用
す
る
｡
允
だ
し
､
町

税
条
例
弟
九
十
八
条
､
第
九
十
九
条
窮
一
項
､
療
育
三
条
第
7
項
第
四
号
､
清
音
七
尭
及
び
第
百
十
条
の

二
の
改
正
規
壷
は
､
昭
和
四
十
七
年
六
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
｡

(
町
民
税
に
関
す
る
規
定
の
適
用
)
,

腐
二
条
　
改
正
後
の
町
税
条
例
(
以
下
｢
新
条
例
｣
と
S
う
｡
)
　
の
規
T
i
i
T
申
個
人
の
町
民
税
に
関
す
る
部
分

は
､
昭
和
四
十
七
年
度
分
､
の
個
人
の
町
民
館
か
ら
適
用
し
､
昭
和
四
十
六
年
度
舟
ま
で
の
傭
人
の
町
民
税

把
つ
い
て
は
､
達
か
従
前
の
例
に
ょ
る
O



(
凝
自
勤
奉
祝
に
鯛
す
る
規
定
の
適
用
)

第
三
粂
　
新
条
例
第
八
十
九
条
の
規
定
は
､
昭
和
四
十
七
年
度
舟
の
避
自
動
車
税
か
ら
適
用
し
､
昭
和
四
十

六
年
度
舟
ま
で
の
嘩
自
動
車
税
に
つ
S
て
は
､
夜
か
従
前
の
例
に
よ
る
.

(
宅
気
ガ
ス
.
#
紅
顔
す
る
規
定
の
適
用
)

第
四
集
　
新
条
例
弟
九
十
九
条
爵
一
項
及
び
第
官
七
東
の
規
定
は
'
昭
和
四
十
七
年
六
月
]
日
以
降
竺
竿
如

す
る
電
気
又
比
ガ
ス
.
旺
対
し
て
課
す
･
(
幸
電
気
ガ
ス
税
に
つ
い
て
適
用
し
､
同
日
前
に
使
用
し
た
霊
気
え

は
ガ
ス
に
対
し
て
練
す
る
電
気
ガ
ス
税
把
つ
い
て
比
､
な
か
従
前
の
例
に
よ
る
o

ー
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